
ヤングケアラー支援に向けた取組について

資料６

大阪市では、ヤングケアラ―支援に向けて副市長をトップとしたプロジェク

トチームを令和３年５月に設置しました。区役所、福祉局、健康局、こども青

少年局、教育委員会事務局の所属長をメンバーとして、横断的に取組を検討し

ます。

会議を２回開催（5/13、7/19）し、ヤングケアラ―の実態を把握するため

の調査と今後の取組計画について、決定しました。

今後、年内に行う実態調査の結果をふまえ、具体的な支援策を検討していく

こととしており、令和４年度に、こども・子育て支援計画（第２期）へ反映す

る予定です。
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１ 「全国実態調査における“ヤングケアラー”の定義」

本来大人が担うと想定されている家事

や家族の世話などを日常的に行ってい

ることにより、子ども自身がやりたい

ことができないなど、子ども自身の権

利が守られていないと思われる子ども

イメージイラスト

全国実態調査
令和３年１月に国補助事業として、「三菱UFJリ

サーチ＆コンサルティング株式会社」が全国の要対協、
中学校、高校、中学２年生、高校２年生を対象に「ヤ
ングケアラーの実態に関する調査研究」を実施
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世話をしている家族の有無・世話を始めた年齢（中学２年生調査）

半数が小学校の時から始めている

いる

5.7%
いない
93.6%

世話をしている家族の有無

N＝5558

就学前

8.8%

小学校
低学年
16.3%

小学校
高学年

34.2%

中学生

12.5%

無回答
28.2%

世話を始めた年齢

n＝319

無回答

0.6%
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こどものヤングケアラーの自覚・認識度（中学２年生調査）

”ヤングケアラー“との自覚や”ヤングケアラー”の認識度はあまりない

あてはまる 1.8%

あてはまらない
85.0%

わからない
12.5%

自覚

無回答

0.7%

聞いたことがあり、

内容も知っている

6.3%

聞いたことはあるが、
よく知らない

8.8%

聞いたことはない

84.2%

認識度

無回答

0.6%
N＝5558 N＝5558

世話をしている家族有：５.７％
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34.2% 30.1% 30.6%

35.0%

27.7%
28.7%

30.3% 41.9%

40.0%

27.6%

74.7%

93.3%
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要保護児童対策地域協議会調査

該当するこどもがいない

ヤングケアラーと思われるこどもはいるが、その実態は把握していない

把握している

ヤングケアラーという概念を認識している

H3
0

R1 R2

（無回答を除く）

ヤングケアラーという概念の認識の有無など

15.5% 58.1% 14.7%

2.5%

9.2%

※回答者の主な役職

校長 副校長・教頭

主幹・主任教諭 養護教諭

その他

言葉を知らない

25.7%

言葉は聞いたこと

があるが、具体的

には知らない

15.1%

言葉は知っているが、学校として

特別な対応をしていない

37.9%

言葉を知っており、

学校として意識して

対応している

20.2%

N=754
中学校調査
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２ 支援に向けた取組について

6



３ 実態調査について

（２）対象

（１）実施体制

調査結果に基づいてより詳細に支援策の検討ができるよう、下記研究チームと共同で

調査・検証を行う。

・大阪歯科大学 濱島淑恵教授（代表）

・関西学院大学 宮川雅充教授

・京都光華女子大学 南多恵子准教授

市立中学校の全生徒（中１～中３の約52,000人）

（３）調査項目

・基本事項（年齢、性別、学年、同居家族など）

・普段の生活と健康状態（生活満足感、健康状態、日常生活の状況など）

・学校生活（遅刻、欠席、友人関係の状況、進路についてなど）

・家族のケア（ケアの相手とその状態、ケアの内容、期間、頻度、時間など）

・悩みや困りごと、ヤングケアラーに関する認識について
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（５）スケジュール

7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月以降

研 修 調 査
予算確保
調査準備

集 計
検 証

※ とりまとめ
６月頃

★速報値

（４）調査手法

学校で調査票を配付し、記入後に回収

（他のアンケート調査を併せて行うことで、生徒が周囲の目を気にせず回答できる

よう配慮する）
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４ ロードマップについて

令和３年度 令和４年度 令和５年度

調
査

集計・検証
対策
検討

施策・取組の本格実施

繰り返し研修を実施し、認知の定着を図る

先行実施

職員・関
係者への
研修

以降、各所属対応

予算要求

予算要求

早期発見・
把握に向けた

研修

支援策
（先行実施）

支援策
（本格実施）

職員・関
係者への
研修

職員・関
係者への
研修

プロジェクト
チーム会議 第３回 第４回

・実態調査の
結果報告
６月

・先行実施の
予算案
11～12月

第５回 第６回

・本格実施の
方向性確認
９月

・本格実施の
予算案
11～12月

《参考》国の動き R3.6.18閣議決定 「経済財政運営と改革の基本方針2021」
「ヤングケアラーについて、早期発見・把握、相談支援など支援策の推進、社会的認知度の向上などに
取り組む」 9


